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題として学生にはテーマを決めて 3000字のレポートを書くことが義務付けられる。本  
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て日本の一般的な捉え方とは異なること
に直面する。 





















































































 日本では授業中に 2 週間にわたり一緒に映画を見た。2 週目の授業で映画を見終わった







授業の終わりに韓国人学生や他の資料を配布し、それを読んで 1000 字程度の感想を 1



















































































































に、最後は○A と○C の間の○B である。○B は、「過去の歴史的事件・事実は認めつつも、その状
況に置かれざるを得なかった一般の日本人の立場、戦争には直接かかわってない子孫であ
る自分たちが攻め続けられることの悲しさや苛立ち」を表す視点・姿勢である。厳密に数
えたわけではないが、大体○A が 1割、○C が 2割、○B が 7割程度であった。人数の割合がも
っとも多かった○B の感想を表 4に加える。 
 

























































































































































































































































































































2)  国際児童発達研究院 
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3) 中国政法大学 




















ョンの心理学―ズレを生きる私たち 第 2章 pp,49-70 東京大学出版会 
呉 宣児・高木光太郎・伊藤哲司・榊原知美・余語琢磨 2012 対話共同体への参加を通
した集団間異文化理解の生成（１）－日本、中国、韓国、ベトナムの大学生を結ぶ対話








本研究は 2010 年度から 2012 年度まで科学研究補助金（基盤研究 (B)課題番号 
22330190）を受けて実施された（研究代表者：呉宣児）。本共同研究では、主に以下の参
加者により議論が重ねられてきた。日韓ペア（共愛学園前橋国際大学 呉宣児・韓国大真
大学 崔順子）、日中ペア（①青山学院大学 高木光太郎・北京師範大学 張英梅 ②東京
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学芸大学 榊原知美・中国法政大学・片成男 ③早稲田大学 余語琢磨・華東師範大学 周
念麗、④中国人民大学の渡辺忠温が中心になり日中の高校でペア）、日越ペア（茨城大学 伊
藤哲司・ベトナム社会学院 Huong Lan）。 
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Abstract 
Group Inter-cultural Understanding（１） 
Through the “Round-Table Cinema” Classes between Japanese and 
Korean Universities  
Sunah Oh, Soonja Choi, Toshiya Yamamoto 
We have been attempting to seek the educational practices deepening intergroup 
cross- cultural understanding by members. The purpose of this research note is to 
summarize and determine the educational practices that we have done in the classes. 
The method is mentioned for the following. A university class in Japan and Korea 
worked together watching the same documentary movie “ANNYON SAYONARA” 
and discussed in groups, firstly in the each class in Japan and Korea and secondly, 
discussed in cooperatively Japan and Korea. We exchanged opinions and realized 
cultural differences about the recognition of the movie. As the conclusion, we would 
like to mention the importance of this study and prospective tasks.   
